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公
益
信
託
の
動
向
と
現
代
的
課
題

ー
ー
と
く
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

田

中

実

は
じ
め
に

一
公
益
信
託
の
実
用
化
と
現
状

二
自
然
保
護
運
動
と
信
託
の
利
用

三
今
後
の
展
望
と
問
題
点

む
す
び

は

じ

め

公
益
信
託
は
、
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
年
）
の
信
託
法
制
定
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
（
同
法
六
六
条
i

七
三
条
）
、
民
法
上
の
公
益
法
人

と
並
ん
で
、
民
間
公
益
活
動
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
法
律
構
成
上
は
、

い
わ
ば
財
団
法
人
の
簡
易
型

と
し
て
考
案
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
、
お
よ
そ
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
っ
て
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
な

く
放
置
さ
れ
、
全
く
休
眠
し
た
制
度
と
い
わ
れ
て
き
た
。
よ
う
や
く
昭
和
五
二
年
の
春
に
至
っ
て
、
実
用
化
の
た
め
の
諸
条
件
が
整

い
、
休
眠
か
ら
覚
め
て
動
き
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

19 



同
年
五
月
、
第
一
号
公
益
信
託
と
し
て
二
件
の
設
定
許
可
が
出
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
し
だ
い
に
設
定
件
数
が
増
え
、
公
益
法
人
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制
度
に
は
ま
だ
及
ば
な
い
に
せ
よ
、
公
益
信
託
の
社
会
的
利
用
は
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

八
十
数
件
に
達
し

た
公
益
信
託
の
大
半
は
、
高
校
・
大
学
な
ど
の
生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
供
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
時
、
社

会
的
－
一
！
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
新
し
い
傾
向
も
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
と
に
、
全
国
的
な
自
然
保
護
運
動
の
展
開
に
応
じ

て
、
自
然
保
護
目
的
の
公
益
信
託
も
現
わ
れ
た
し
、
昭
和
五
七
年
夏
に
は
、
環
境
庁
が
英
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
導
入
を
企

画
す
る
に
至
っ
た
。

実
は
、
本
塾
の
創
立
者
・
福
沢
諭
吉
先
生
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
年
三
郷
里
の
中
津
に
近
い
景
勝
地
・
耶
馬
渓
の
一
角
（
競

秀
峰
）
が
売
り
物
に
出
さ
れ
た
の
を
、
心
な
い
者
に
買
い
取
ら
れ
て
自
然
を
破
壊
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、
ご
自
身
で
買
い
取
っ
て
自
然
景

観
の
保
存
を
期
し
た
、
と
い
う
実
績
を
お
持
ち
の
由
で
あ
る
。
同
地
は
後
に
公
有
地
と
し
て
県
に
寄
付
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
一
種
の

公
益
信
託
の
理
念
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
塾
創
立
二
一
五
年
を
記
念
す
る
本
稿
で
は
、
公
益
信
託
実
用
化
の
現
状

を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
福
沢
先
生
の
示
さ
れ
た
ご
趣
旨
に
即
し
て
、
自
然
保
護
運
動
へ
の
応
用
を
中
心
に
問
題
点
の
分
析
と
展
望
を

(4
) 

試
み
た
い
と
思
う
し
だ
い
で
あ
る
．

（1
）
公
益
信
託
の
実
用
化
が
す
す
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
田
中
実
『
公
益
法
人
と
公
益
信
託
』
一
一
一
頁
以
下
、
田
中
・
松
本
崇
「
公
益
信
託
に
つ
い

て
」
信
託
法
研
究
一
号
五
一
頁
以
下
参
照
。

（2
）
公
益
信
託
実
用
化
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
前
掲
書
二
二
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
信
託
協
会
の
機
関
誌
「
信
託
」
一
一
一
六
号
に
は
、
公
益
信
託
特
集
と
し

て
、
座
談
会
・
論
文
・
資
料
等
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
参
照
に
価
す
る
。

（3
）
福
津
先
生
が
明
治
二
七
年
、
二
子
を
伴
っ
て
祖
先
の
展
墓
の
た
め
中
津
に
赴
い
た
と
き
の
話
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
土
橋
俊
一
氏
の
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
．
福
津
全
集
一
八
巻
五
九
二
頁
以
下
に
、
中
津
在
住
の
知
人
に
宛
て
た
買
い
取
り
依
頼
の
手
紙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
金
と
し
て
、
金
六

O
O
円
支
出
の

旨
が
「
金
銭
出
入
帳
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
全
集
一
一
一
巻
一
一
一
一
七
頁
参
照
。

（4
）
本
稿
と
前
後
し
て
私
は
「
公
益
信
託
の
理
念
と
現
状
」
（
一
一
一
田
評
論
八
三
四
号
二
八
頁
以
下
）
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
と
自
然
保
護
運
動
」
（
泉
三
九
号
三
八



頁
以
下
）
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
」
（
信
託
一
一
一
一
四
号
掲
載
予
定
）
な
ど
を
書
い
た
。
本
稿
と
若
干
の
重
複
が
あ
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
．

公
益
信
託
の
実
用
化
と
現
状

、
‘
．
，
，

..... ，
，
，
‘
、

実
用
化
の
動
き

前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
五
二
年
五
月
に
第
一
号
の
公
益
信
託
が
誕
生
し
て
以
来
、
満
五
年
を
経
過
し
た
昭
和
五
七
年
末
に
八
五
件
に

達
し
た
。
ま
ず
初
め
に
、
八
五
件
の
公
益
信
託
の
各
年
度
別
設
定
件
数
の
動
き
を
見
れ
ば
、
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
。

公益信託の動向と現代的課題（田中）

第一表年度別発足件数およ

び当初信託財産金額

年度｜開｜輔君
昭和52年｜ 4 225 

53 9 153 

54 18 323 

55 17 572 

56 17 445 

57 20 619 

合計 I 85 I 2,337 

こ
の
よ
う
な
数
字
の
動
き
か
ら
す
る
と
、
民
法
上
の
公
益
法
人
に
く
ら
べ
れ
ば
、
ま

だ
ま
だ
少
な
い
け
れ
ど
も

一
応
、
着
実
な
発
展
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

(2) 

目
的
事
業
の
内
容
別
分
類
と
主
務
官
庁

公
益
信
託
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
受
に
あ
た
っ
て
主
務
官
庁
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
所
管
す
べ
き
主
務
官
庁
は
各
公
益
信
託
の
目
的
事
業
の
内
容
に
よ

一
つ
の
都
道
府
県
内
で
だ
け
活
動
す
る
公
益
信
託
に
つ
い
て
は
、
公
益

法
人
の
場
合
と
同
様
に
、
中
央
の
諸
官
庁
で
な
く
、
各
地
方
の
行
政
庁
に
委
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
央
の
本
省
と
各
地
方
庁
と
の
所
管

っ
て
定
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
行
政
組
織
上

り
で
あ
る
。

の
区
別
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
に
目
的
事
業
の
内
容
別
と
主
務
官
庁
別
の
分
類
を
し
て
み
る
と
、
第
二
表
お
よ
び
第
三
表
の
通
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目的別件数

A 奨を学目金的のと供す与る等も，の教育の振興 A似1 

c 学的校とす・福る祉も施の設等の助成を目 8 。

D 文を化目的・体とす育等るのも諸の行事の助成 ゥI 

E 音の表楽彰・文を学目等的のとす業績るやも善の行者 6 

F を国際目交的流とやす留る学も生の派遣の助成 7 

合計 85

第二表

(3) 

名

称

主務官庁別件数

A 本 省 27 I B 都知道事部府局県 2 

文部省 14 新 潟 1 

外務省 6 東 京 1 

厚生省 4 

建設省 1 

農林水産省 1 

総理府 1 

c 都道府県教育委員会 56 

北海道 4 石 JI l 3 

秋 田 1 尽 都 5 

岩 手 1 大 阪 6 

福 島 1 兵 庫 3 

新 潟 1 岡 山 1 

栃 木 1 広 島 2 

茨 城 3 山 口 1 

千 葉 4 香 JI! 1 

埼 玉 2 愛 援 1 

東 京 5 福 岡 1 

神奈川 2 佐 賀 1 

静 岡 3 宮 崎 1 

愛 知 2 

22 

第三表

一
般
に
『
公
益
信
託
0
0
0
基
金
」
な
ど
の
よ
う
な
名
称
を
つ
け
て
い
る
。
民
法
上
の
公
益
法
人
が
必
ず
特
定
の
名
称
を
も
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
と
異
な
っ
て
（
民
法
三
七
条
、
三
九
条
で
、
名
称
は
定
款
ま
た
は
寄
附
行
為
の
必
要
的
事
項
と
さ
れ
て
い
る
て

信
託
法
上
、

公
益
信
託
に
名
称
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
務
上
の
便
宜
等
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
多
く
は
「

0
0
0
記
念
」
と
い
う
ふ
う
に
設
定
者
（
時
に
は
設
定
者
の
被
相
続
人
等
）
の
個
人
名
を
冠
し
て
い
る
が
、
別
に
『

O

0
0
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
な
ど
の
出
資
団
体
名
や
『

0
0
0
県
」
な
ど
の
地
域
名
を
用
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

(4) 

委
託
者
と
受
託
者



り
で
あ
る
。

公
益
信
託
の
委
託
者
（
す
な
わ
ち
、
設
定
者
）
は
、
信
託
の
対
象
と
な
る
基
本
財
産
の
拠
出
者
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
第
四
表
の
通

委託者別件数

個 人 61 

任意団体 27 

公益法人 6 

事業会社 3 

宗教法人 2 

ムロ 計

第四衰

受託者別件数

1
4

円
L
1

ム
勾

B
4

0
0
 

最
も
多
い
個
人
と
い
う
の
は
、
事
業
経
営
な
ど
で
資
産
を
得
た
者
ま
た

85 

は
そ
の
相
続
人
な
い
し
遺
族
が
、
社
会
奉
仕
の
善
意
か
ら
（
故
人
へ
の
弔
意

信託銀行

信託併営銀行

公益法人

個人

や
故
人
の
業
績
の
記
念
の
意
味
を
含
め
て
て

公
益
の
た
め
に
資
金
拠
出
を
志

計

し
た
場
合
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
公
益
信
託
に
つ
い
て
は
税
の
減
免

第五衰

合

の
思
典
が
少
な
い
の
で
、
節
税
目
的
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
は
ほ
と
ん
ど
作

用
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

次
い
で
任
意
団
体
が
多
い
が
、
お
そ
ら
く
資
産
規
模
な
ど
の
点
か
ら
諸
団
体
の
記
念
事
業
の
適
当
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
公
益
信
託

が
利
用
さ
れ
る
ケ
1

ス
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
近
時
、
全
国
各
地
の
青
年
会
議
所
等
に
と
く
に
ニ
l
ズ
が
多
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

公益信託の動向と現代的課題（田中）

な
お
、
第
四
表
で
、
合
計
が
九
九
と
な
っ
て
い
て
、
公
益
信
託
の
総
件
数
八
五
件
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
複
数
の
委
託
者
に

よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
共
同
の
公
益
信
託
が
数
件
あ
る
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
受
託
者
に
つ
い
て
は
、
第
五
表
の
通
り
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
信
託
銀
行
が
圧
倒
的
に
多
い
。
英
米
に
か
な
り
見
ら
れ
る
行
政
官
庁
な
い
し
地
方
自
治
体
に
よ
る
受
託
が
全

く
な
い
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

信
託
の
設
定
は

一
般
に
委
託
者
・
受
託
者
間
の
契
約
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
委
託
者
の
単
独
行
為
に
よ
っ
て
も
、
信
託
の
設

23 

(5) 

わ
が
国
に
は
行
政
機
構
上
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

設

定

法

方



定
は
可
能
で
あ
る
。
信
託
法
上
、
遺
言
に
よ
る
設
定
は
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
（
信
託
二
条
）
、ま
た
理
論
的
に
は
、
い
わ
ゆ

24 

る
信
託
宣
言
に
よ
る
設
定
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

公
益
信
託
の
現
状
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
五
件
の
う
ち
、
八
四
件
は
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
遺
言
に
よ
る
設
定
は
僅
か
に
一
件

士
昂
】

し
か
な
い
。
た
だ
、
遺
言
に
対
す
る
ニl
ズ
が
増
え
て
い
る
折
柄
、
今
後
、
遺
言
に
よ
る
公
益
信
託
の
増
加
も
少
し
は
期
待
で
き
そ
う

で
あ
る
。

(6) 

運
営
の
機
関

信
託
の
目
的
に
即
し
て
信
託
財
産
を
管
理
・
運
営
す
る
の
は
、
も
と
よ
り
受
託
者
の
責
任
で
あ
る
が
、
公
益
信
託
に
お
い
て
は
、
そ

の
補
助
的
機
関
と
し
て
、
信
託
管
理
人
お
よ
び
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

① 

信
託
管
理
人

信
託
法
上
、
信
託
管
理
人
は
、
受
益
者
が
不
特
定
ま
た
は
未
存
在
の
と
き
に
、
利
害
関
係
人
の
請
求
ま
た
は

職
権
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
信
託
八
条
一
項
、
七
二
条
三
公
益
信
託
の
現
状
と
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
信
託

設
定
の
当
初
か
ら
信
託
条
項
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
主
務
官
庁
の
取
扱
い
基
準
な
い
し
行
政
指
導
に
お
い
て
、
受
益
者
の
利
益

保
護
の
た
め
、
信
託
管
理
人
は
必
須
不
可
欠
の
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
職
務
内
容
は
、
運
営
委
員
会
へ
の
出
席
、

事
業
報
告
お
よ
び
決
算
の
承
認
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

信
託
管
理
人
の
人
選
と
し
て
は
、
委
託
者
ま
た
は
そ
の
意
図
す
る
信
託
目
的
に
何
ら
か
の
縁
故
関
係
を
も
っ
者
、
な
い
し
は
公
益
活

動
そ
の
も
の
に
理
解
を
も
っ
者
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
職
業
と
し
て
は
、
教
職
関
係
者
や
団
体
な
い
し
会
社
の
役
職
者
が
多
い
。
お

そ
ら
く
公
益
信
託
目
的
と
し
て
奨
学
金
が
多
く
、
ま
た
委
託
者
と
し
て
財
産
を
拠
出
す
る
者
に
は
実
業
家
が
多
い
の
が
そ
の
原
因
で
あ

ろ
う
。



② 

運
営
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
信
託
法
に
何
の
規
定
も
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

や
は
り
官
庁
の
取
扱
い
基
準
な

運
営
委
員
会

い
し
行
政
指
導
に
お
い
て
、
そ
の
設
置
が
勧
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
上
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
公
益
信
託
に
お
い
て
受
託
者

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
信
託
銀
行
は
、
金
融
機
関
た
る
性
質
上
、
資
産
管
理
の
た
め
に
必
要
な
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
い
る
上

に
、
信
託
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
も
十
分
に
得
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
他
方
、
個
々
の
信
託
目
的
の
実
現
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
専

門
的
知
識
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
る
特
別
な
運
営
委
員
会
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味

を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
も
、
現
実
的
に
は
、
単
な
る
諮
問
機
関
で
な
く
、
事
実
上
の
審
議
決
定
権
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
聞
い

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
行
き
方
が
、
や
む
を
得
な
い
現
状
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
む
し
ろ
合
理
的
な
の
か
、
そ
の
価
値
判
断
は
今
後
十

分
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

公益信託の動向と現代的課題（田中）

(7) 

産

信

託

財

公
益
信
託
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
源
資
と
な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
委
託
者
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
た
信
託
財
産
で
あ
る
が
、
そ
の

八
五
件
の
公
益
信
託
を
通
観
し
て
み
る
と
、
大
部
分
が
金
銭
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
管
理
・
運
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

信
託
銀
行
の
貸
付
信
託
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
当
初
か
ら
拠
出
財
産
が
貸
付
信
託
の
受
益
権
（
受
益
証
券
）
だ
っ
た

内
容
は
、

事
例
も
、

一
件
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
株
式
の
よ
う
な
有
価
証
券
の
形
の
も
の
が
一
件
、
土
地
・
建
物
の
不
動
産
の
形
の
も
の
が
一
件

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

次
に
、
当
初
信
託
財
産
額
の
規
模
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
小
五

O
O
万
円
か
ら
最
大
三
億
円
で
、
平
均
額
は
約
二
七
五
O
万
円
ほ
ど

と
な
っ
て
い
る
。

25 



当初信託財産額別件数

500万円

800万円

1,000万円

1,000～2,000万円未満

2,000万円

2,000～3,000万円未満

3,000万円

3,000～4,000万円未満

4,000～5,000万円未満

5,000万円

5,000～6,000万円未満

1 億円

1 億～ 2億円未満

2億円

3億円
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d
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官
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U

門
，S
1

ム
月

i
q
u
n
u
q
h
t
i

円
。

q
A
q
L
t

ム

向
。

τ
i

第六表

る
。
し
た
が
っ
て
、
信
託
財
産
は
、
運
用
上
の
収
益
を
得
る
こ
と
に

こ
れ
を
規
模
別
の
ラ
ン
ク
を
つ
け
て
整
理
す
る
と
、
第
六
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

85 
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以
上
の
よ
う
な
当
初
の
信
託
財
産
は
、
一
般
に
、
公
益
信
託
の
継

続
中
、

一
種
の
基
金
と
し
て
保
持
さ
れ
貸
付
信
託
な
ど
に
よ
っ
て
運

用
さ
れ
る
が
、
主
と
し
て
そ
こ
か
ら
生
ず
る
利
益
配
当
な
ど
の
果
実

を
も
っ
て
、
公
益
信
託
の
目
的
実
現
の
た
め
の
各
事
業
が
行
な
わ
れ

よ
っ
て
増
加
す
る
反
面
、
各
事
業
の
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
少
し
、
各
期
の
剰
余
金
な
ど
は
次
期
に
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と

が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

で
バ
ラ
ン
ス
が
合
わ
さ
れ
る
の
で
、
原
則
と
し
て
当
初
の
信
託
財
産
そ
の
も
の
は
、
あ
ま
り
増
減
す
る
こ
と
な
く
保
持
さ
れ
て
ゆ
く
の

た
だ
、
異
な
る
行
き
方
を
示
す
も
の
と
し
て
、
信
託
財
産
の
追
加
ま
た
は
寄
付
受
け
入
れ
と
い
う
形
で
（
そ
の
拠
出
者
は
、
多
く
は
委

託
者
自
身
で
あ
る
）
、
基
金
を
増
大
さ
せ
て
い
る
も
の
が
、一
O
件
余
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
各
地
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
グ
ラ
ブ
な
ど
に
よ

な
行
き
方
に
よ
れ
ば
、
物
価
の
上
昇
傾
向
に
対
応
で
き
、

っ
て
設
定
さ
れ
た
公
益
信
託
で
は
、
継
続
的
に
会
員
か
ら
寄
付
を
集
め

し
か
も
事
業
の
拡
大
も
期
待
で
き
る
点
で
、
効
果
が
大
き
い
。

一
定
額
に
ま
と
ま
る
と
追
加
信
託
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

逆
に
、
信
託
の
継
続
中
、
信
託
財
産
を
取
り
崩
し
消
費
し
な
が
ら
所
定
の
事
業
を
行
な
っ
て
ゆ
く
公
益
信
託
が
数
件
あ
る
。
元
本
に

相
当
す
る
信
託
財
産
を
取
り
崩
せ
ば
、
や
が
て
公
益
信
託
そ
の
も
の
は
資
金
不
足
で
活
動
不
能
に
陥
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
代
わ

り
、
毎
期
の
事
業
の
た
め
に
は
比
較
的
大
き
な
資
金
を
利
用
で
き
る
わ
け
で
、
永
続
性
を
犠
牲
に
し
て
、
少
額
の
基
金
な
が
ら
効
果
的

な
活
動
を
め
ざ
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
よ
う
。
民
法
上
の
財
団
法
人
で
は
一
般
に
不
可
能
と
さ
れ
る
も
の
が
、
公
益
信
託
で
は
可
能
と



な
る
適
例
と
い
え
る
。

と
り
わ
け
、
昭
和
五
二
年
五
月
に
、
公
益
信
託
第
一
号
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
。
ブ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
設
技
術
研
究
奨

励
基
金
」
は
、
当
初
信
託
さ
れ
た
基
金
（
一
、
0
0
0
万
円
〉
の
果
実
に
合
わ
せ
て
同
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
し
な
が
ら
研
究
奨
励
事
業

の
た
め
に
消
費
し
、
お
よ
そ
五
年
ほ
ど
で
信
託
財
産
を
使
い
果
た
す
計
画
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
五
七
年
に
な
っ
て
、

折
角
の
有
意
義
な
公
益
信
託
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
更
に
一

0
0
0
万
円
の
追
加
を
得
て
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
公
益
信
託
の
た
め
の
基
金
を
ひ
ろ
く
一
般
の
有
志
家
か
ら
公
募
す
る
も
の
と
し
て
は
、
昭
和
五
四
年
一
一
月
に
設
定
さ
れ
た

「
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
」
（
略
称
A
・
c

－

T

）
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
多
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
に
範
を
と

〈
立
｝

り
、
当
初
、

一
、
五
O
O
万
円
の
基
金
を
も
っ
て
信
託
銀
行
七
社
会
一
井
・
三
菱
・
住
友
・
安
田
・
東
洋
・
中
央
・
日
本
）
お
よ
び
大
和
銀

行
（
信
託
併
営
）
の
入
社
に
よ
る
共
同
信
託
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
律
構
成
と
し
て
は
、
信
託
は
当
初
の
一
件
だ
け

公益信託の動向と現代的課題（田中）

で
、
後
続
の
応
募
者
は
当
初
の
信
託
財
産
に
対
し
寄
付
を
す
る
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
信
託
上
の
委
託
者
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
派
手

な
P
R

を
し
な
い
た
め
か
、
募
金
は
あ
ま
り
順
調
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

(8) 

運
営
の
実
態

現
在
の
と
こ
ろ
、

八
五
件
の
公
益
信
託
は
、
前
述
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
奨
学
金
や
助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
、

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の

g
E

自
己
内
宮
崎
司
。
ロ
ロ
仏
己
目
。
ロ
と
分
類
さ
れ
る
タ
イ
プ
に
相
当
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

本
稿
で
し
ば
し

ば
公
益
「
事
業
」
と
い
う
表
現
は
用
い
て
き
た
が
、
企
業
経
営
の
「
事
業
」

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
も
の
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
表
彰

27 

や
国
際
的
人
物
交
流
な
ど
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
単
な
る
金
銭
の
交
付
だ
け
で
済
む
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
実
質
は
や
は
り
奨



学
金
や
助
成
金
を
交
付
す
る
の
と
大
差
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
O
H
｝
己
主
宮
崎
『
。
正
己
主
目
。
ロ
と
い
わ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
よ
う
な
、

28 

美
術
館
経
営
・
病
院
経
営
・
自
然
保
護
な
ど
、
実
質
的
に
事
業
経
営
を
目
的
と
す
る
公
益
信
託
は
一
件
も
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
、
わ
が
国
公
益
信
託
の
現
実
に
即
し
て
、
そ
の
運
営
の
実
態
を
概
観
し
て
み
れ
ば
、
受
託
者
の
事
務
と
し
て

は
① 

委
託
者
と
の
打
合
せ

② 

運
営
委
員
会
で
、
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に
つ
き
諮
問

③ 

奨
学
金
・
助
成
金
交
付
な
ど
の
趣
旨
の

P
R

④ 

申
請
の
受
付

⑤ 

運
営
委
員
会
で
、
助
成
対
象
の
決
定

⑤ 

受
贈
者
へ
の
通
知
と
交
付

⑦ 

経
理
上
の
整
理

③ 

以
上
の
事
務
処
理
・
財
産
状
況
・
経
理
に
つ
き
運
営
委
員
会
へ
の
報
告
お
よ
び
信
託
管
理
人
の
承
認

主
務
官
庁
へ
の
報
告
と
公
告

⑨ 右
の
よ
う
な
事
項
を
処
理
・
執
行
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
程
度
の
諸
事
項
は
、
受
託
者
た
る
信
託
銀
行
で
ま
ず
大
し
た

困
難
も
な
く
処
理
で
き
る
範
囲
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
便
宜
上
の
理
由
か
ら
、
時
と
し
て
公
益
信
託
事
務
の
一
部
が
受
託
者
た
る
信
託
銀
行
か
ら
他
に
委
任
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

事
例
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
信
託
銀
行
が
金
融
機
関
で
あ
る
以
上
、
金
融
業
務
以
外
の
諸
事
項
に
つ
い
て

専
門
的
知
識
や
事
務
処
理
能
力
に
限
界
が
あ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
、
右
の
運
営
委
員
会
の
ほ
か
、
時
に
応
じ
て
信
託
事
務
の
一



部
委
任
を
す
る
こ
と
は
、
今
後
大
い
に
検
討
さ
れ
て
よ
い
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
別
に
、
公
益
信
託
そ
の
も
の
は
財
団
法
人
な
ど
に
受

託
し
て
も
ら
い
（
そ
の
財
団
法
人
の
寄
附
行
為
の
上
で
受
託
が
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
情
に
よ
っ
て
は
新
た
に
財
団
法
人
を
設

立
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
て
信
託
銀
行
は
委
任
を
受
け
て
専
ら
基
金
の
運
用
・
管
理
に
あ
た
る
、
と
い
う
よ
う
な
分
担
方
法
も
、

考
慮
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
信
託
銀
行
と
財
団
法
人
と
の
共
同
受
託
と
い
う
発
想
も
あ
り
う
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
右
に
示
し
た
よ
う
な
諸
事
項
を
処
理
す
る
た
め
の
事
務
量
は
、
現
実
に
あ
ま
り
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
、
公

益
信
託
運
用
上
の
事
務
費
は
、
総
支
出
額
の
お
よ
そ
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
い
わ
れ
、
財
団
法
人
の
運
営
と
く
ら
べ
て
低
額
で
す
む

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
れ
と
の
関
連
で
問
題
と
な
る
の
は
、
信
託
銀
行
が
受
託
者
と
し
て
受
け
る
信
託
報
酬
の
額
に
つ
い
て
、
信
託
財
産
の
一
、

0
0
0
分
の
五
程
度
と
い
う
一
般
的
な
行
政
指
導
上
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
適
当
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
公
益
信
託

の
発
足
当
時
、
信
託
銀
行
に
と
っ
て
公
益
信
託
が
営
利
的
な
商
品
と
さ
れ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
、
む
し
ろ
社
会
奉
仕
の
精
神
に
も
と

公益信託の動向と現代的課題（田中）

づ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
抑
制
意
識
が
あ
っ
て
、
比
較
的
低
額
に
さ
れ
た
ら
し
い
事
情
が
あ
る
が
、

し
か
し
、
具
体
的

に
み
る
と
、
設
定
件
数
の
最
も
多
い
一
、

0
0
0
万
円
の
公
益
信
託
の
場
合
に
は
、
信
託
報
酬
は
僅
か
に
五
万
円
で
あ
り
、
た
と
え
貸

付
信
託
の
顧
客
に
な
る
と
い
う
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
も

一
、
0
0
0
万
円
程
度
の
公
益
信
託
で
は
信
託
銀
行
に
と
っ
て
必
ず
し
も

十
分
な
営
業
採
算
上
の
魅
力
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
の
現
わ
れ
と
し
て
理
解
す
れ
ば
よ
い
と

い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
将
来
、
公
益
信
託
の
発
展
を
目
指
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
も
う
少
し
弾
力
的
な
配
慮
を
考
え
て
み

る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

(9) 

経

理
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公
益
信
託
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
が
あ
ま
り
複
雑
で
な
い
だ
け
に
、
経
理
面
で
の
処
理
も
簡
単
で
あ
る
。
昭

和
五
六
年
一
二
月
、
公
益
法
人
協
会
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
ご
く
平
均
的
な
形
の
考
察
を
し
て
み
れ
ば
、
大
要
は
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次
の
通
り
で
あ
る
。

① 

収
入
面

主
と
し
て
各
基
金
の
運
用
益
が
示
さ
れ
（
基
金
は
各
信
託
銀
行
の
貸
付
信
託
や
金
銭
信
託
で
運
用
さ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で

あ
る
か
ら
、
年
利
に
し
て
、
お
よ
そ
各
基
金
の
七l
八
%
前
後
の
金
額
と
な
る
て
こ
れ
に
寄
付
金
、
前
期
繰
越
金
な
ど
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

こ
れ
が
、
各
年
度
の
事
業
の
た
め
の
財
源
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

② 

支
出
面

収
入
金
額
の
お
よ
そ
六
O
l
七
O
%
程
度
が
事
業
費
（
す
な
わ
ち
、
奨
学
金
や
研
究
助
成
金
の
交
付
）
、
一
O
l
一
五
%

が
事
務
費
に
あ
て
ら
れ
、
残
余
が
次
期
繰
越
と
な
る
が
、
基
金
の
積
み
立
て
に
あ
て
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。

（1
）
公
益
法
人
協
会
は
、
昭
和
五
六
年
秋
に
、
公
益
法
人
な
ら
び
に
公
益
信
託
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
『
日
本
の
民
間
公
益
活
動

（
昭
和
五
七
年
）
』
と
し
て
公
表
し
た
。
同
書
に
は
、
私
も
「
公
益
法
人
制
度
の
沿
革
」
を
寄
稿
し
た
が
、
と
り
わ
け
「
公
益
信
託
の
現
状
』
（
同
年
一

O
月
末
の
六
三

件
）
に
つ
い
て
は
、
太
田
達
男
氏
（
三
井
信
託
銀
行
）
の
寄
稿
が
あ
る
。
公
益
信
託
の
実
務
に
直
接
タ
ッ
チ
さ
れ
た
同
氏
の
分
析
は
的
確
で
あ
り
、
私
は
本
稿
執
筆
に

あ
た
っ
て
多
く
の
ご
教
示
を
得
た
。

（2
）
許
可
監
督
権
の
地
方
行
政
庁
へ
の
移
管
措
置
は
、
前
の
大
戦
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
・
前
掲
書
一
四
頁
参
照
。

（3
）
太
田
・
前
掲
論
文
九
一
頁
に
よ
れ
ば
、
財
団
法
人
化
に
足
り
な
い
の
で
公
益
信
託
に
移
行
す
る
バ
タlγ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
一
理
あ
る
見

方
で
あ
ろ
う
．

（4
）
太
田
・
前
掲
論
文
九
四
頁
に
は
、
昭
和
五
六
年
当
時
の
六
一
一
一
件
に
つ
い
て
、
各
信
託
銀
行
別
の
分
類
が
出
て
い
る
が
、
三
井
信
託
が
と
び
抜
け
て
多
く
、
全
体
の

約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
昭
和
五
七
年
末
の
現
時
点
で
も
変
わ
ら
な
い
が
、
最
近
は
、
安
田
信
託
の
受
託
件
数
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
．

公
益
信
託
に
対
す
る
各
信
託
銀
行
の
取
り
組
み
方
が
い
か
に
違
う
か
、
そ
の
営
業
方
針
の
差
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
、
興
味
ふ
か
い
．

（5
）
遺
言
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
、
テ
ス
ト
・
ケ
l

ス
と
も
い
う
べ
き
こ
の
一
件
の
内
容
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
太
田
「
公
益
信
託
の
実
務
と
今
後
の
課
題
」
ジ
品
り

ス
ト
七
七
一
号
五
四
頁
以
下
参
照
。

（6
）
太
田
「
公
益
信
託
の
現
状
」
前
掲
『
日
本
の
民
間
公
益
活
動
』
九
四
頁
以
下
参
照
。

（7
）
同
九
五
頁
参
照
。
行
政
指
導
上
、
運
営
委
員
会
の
設
置
が
勧
め
ら
れ
る
と
い
う
事
情
は
、
公
益
信
託
実
用
化
の
過
程
に
お
い
て
、
信
託
協
会
か
ら
提
言
が
あ
っ
た
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こ
と
に
よ
る
．

（8
）
信
託
財
産
の
大
部
分
が
信
託
銀
行
各
社
の
貸
付
信
託
な
ど
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
は
、
一
方
で
、
安
全
・
有
利
だ
か
ら
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
他
方

で
、
信
託
銀
行
に
と
っ
て
大
口
の
安
定
顧
客
が
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
実
は
公
益
信
託
の
信
託
報
酬
の
あ
り
方
と
も
関
連
す
る
わ
け
で
あ

V
Q。

（9
）
昭
和
五
六
年
ま
で
の
六
三
件
に
つ
い
て
太
田
・
前
掲
書
に
詳
し
い
分
析
が
あ
る
。

（
日
）
こ
の
公
益
信
託
に
つ
い
て
は
、
太
田
・
前
掲
書
九
六
頁
、
田
中
・
前
掲
書
二
三
頁
な
ど
参
照
。

（
日
）
A
・

c

－
T

に
つ
い
て
は
、
太
田
・
前
掲
論
文
ジ
ユ
リ
ス
ト
七
七
一
号
五
六
頁
参
照
。

（
ロ
）
コ
ミ
ユ
ユ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
な
い
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
前
掲
書
二
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
日
）
信
託
法
上
、
毎
年
一
固
定
期
的
に
、
信
託
事
務
お
よ
び
財
産
の
状
況
を
公
告
す
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
信
託
六
九
条
二
項
）
。
費
用
そ
の
他
の
事
情
か

ら
、
官
報
へ
の
公
告
掲
載
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（U
）
実
際
に
は
、
例
え
ば
、
奨
学
生
の
募
集
事
務
が
府
県
や
市
の
教
育
委
員
会
に
委
託
さ
れ
て
い
る
事
例
が
若
干
あ
り
、
ま
た

A
・
c

－
T

で
は
、
ア
ジ
ア
各
地
の
助

成
対
象
－
一l
ズ
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
か
な
り
広
汎
な
委
託
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
太
田
氏
も
、
こ
の
委
託
の
弾
力
的
活
用
に
よ
り
、
公
益
信
託
の
設
定
領
域
が

広
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
ら
れ
る
。
ジ
ユ
リ
ス
ト
七
七
一
号
五
七
頁
参
照
。

（
臼
）
太
田
・
前
掲
『
日
本
の
民
間
公
益
活
動
』
九
六
頁
参
照
。
な
お
、
太
田
「
成
長
期
を
迎
え
た
公
益
信
託
」
（
公
益
法
人
一

O
巻
三
号
一
O
頁
以
下
）
に
は
、
具
体

的
な
ケ
l

ス
の
紹
介
が
あ
る
。

（
時
）
主
務
官
庁
に
よ
っ
て
は
、
二
億
円
以
上
の
高
額
基
金
に
つ
い
て
は
と
く
に
一
、
0
0
0
分
の
三
を
基
準
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
．

（
口
）
太
田
・
前
掲
書
九
六
頁
参
照
。

自
然
保
護
運
動
と
信
託
の
利
用

) -Ea- 
( 

自
然
保
護
運
動
と
そ
の
組
織
化

生
物
と
し
て
の
人
類
の
生
活
は
、
自
然
環
境
の
な
か
で
営
ま
れ
、
他
の
多
〈
の
生
物
た
ち
と
同
様
に
、

つ
ね
に
自
然
に
順
応
し
な
が

ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。
人
類
の
繁
栄
は
、
自
然
の
恵
み
を
豊
か
に
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
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現
在
ば
か
り
で
な
く
、
将
来
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
科
学
や
文
化
の
発
達
は
、
実
は
、
自
然
と
の
闘
い
の
一
面
を
も
っ
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て
お
り
、
む
し
ろ
現
代
の
高
度
化
さ
れ
た
文
明
は
、
自
然
に
対
す
る
征
服
と
破
壊
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
よ
う
に
、
自
然
の
破
壊
が
す
す
み
公
害
が
増
大
す
る
に
い
た
っ
て
、
か
え
っ
て
人
類
の
健
全
な
生
存
の
た
め

に
、
自
然
環
境
の
保
護
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

で
は
、
自
然
環
境
の
保
護
を
、
ど
う
や
っ
て
推
進
す
る
か
。
空
気
や
水
の
浄
化
、
汚
物
の
処
理
、
動
植
物
の
増
殖
・
育
成
等
々
、
そ

の
実
際
の
具
体
的
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
る
が
、
と
に
か
く
社
会
的
に
は
、
そ
の
た
め
の
運
動
を
組
織
的
に
展
開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
組
織
化
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
国
や
地
方
自
治
体
の
行
政
に
組
み
込
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
目
的
の
公
共
性
か

ら
し
て
、
さ
し
あ
た
り
公
的
制
度
と
公
費
に
よ
る
対
応
が
適
切
・
有
効
と
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
行
政
に
は
官
僚
機
構
・

財
源
そ
の
他
の
限
界
が
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
十
分
な
効
果
は
期
待
で
き
ま
い
。
ど
う
し
て
も
、
行
政
に
プ
ラ
ス
し
て
、
民
間
の
自
主

的
運
動
を
組
織
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
財
源
と
し
て
は
、
民
間
資
金
の
拠
出
に
よ
る
こ
と
に
な
る
が
（
少
数

有
志
者
の
拠
出
、
ま
た
は
大
衆
か
ら
の
公
募
て
そ
の
管
理
運
営
方
式
と
し
て
、
財
団
法
人
ま
た
は
公
益
信
託
を
利
用
す
る
の
が
（
併
用
し
て

も
よ
い
）
適
切
で
あ
ろ
う
。

一
般
の
市
民
が
自
前
の
資
金
を
拠
出
し
て
自
然
環
境
の
保
護
を
め
ざ
す
と
い
う
自
主
的
な
運
動
（
い
わ
ゆ
る
市
民
運
動
）
は
、
欧
米
で

も
、
ま
た
わ
が
国
で
も
、
し
だ
い
に
各
地
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
公
益
信
託
の
一
応
用
と
し
て
発
展
し
た
英
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
最
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
成
功
例
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
わ
が
国
の
一
例
と
し

て
、
「
財
団
法
人
・
鎌
倉
風
致
保
存
会
」
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

昭
和
三
九
年
、
鎌
倉
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
の
裏
山
に
あ
た
る
御
谷
（
お
や
つ
）
地
区
に
不
動
産
業
者
の
宅
地
造
成
が
計
画
さ
れ
、
同
地
区
が

風
致
地
区
で
あ
る
た
め
に
、
業
者
は
鎌
倉
市
を
通
じ
て
神
奈
川
県
知
事
に
対
し
工
事
の
許
可
を
求
め
る
手
続
を
と
っ
た
。
こ
の
動
き
の



ニ
ュ
ー
ス
が
市
民
に
伝
わ
り
、
大
仏
次
郎
・
菅
原
通
済
・
里
見
醇
等
の
諸
氏
が
中
心
に
な
っ
て
反
対
運
動
を
始
め
た
。
当
時
の
内
山
県

知
事
の
「
法
律
的
に
は
開
発
計
画
を
止
め
る
の
は
む
ず
か
し
い
」
と
の
説
明
か
ら
、
資
金
を
準
備
し
て
買
い
取
る
方
針
を
立
て
、
そ
の

た
め
の
法
主
体
と
し
て
財
団
法
人
を
設
立
す
る
手
続
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
時
の
同
会
設
立
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
「
：
；
：
こ
の
風
致
や
文
化
財
を
保
存
す
る
こ
と
は
、
他
面
に
お
い
て
個
人
の
所
有
権
を
規
制
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
社
会
の
要
望
と
私
権
の
尊
重
と
を
、
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
、
こ
の
点
が
大
変
に
困
難
な
問
題
で
あ
り
ま

す
。
現
在
の
国
や
県
、
市
の
行
政
で
は
、
こ
れ
を
調
整
処
理
す
る
機
能
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
に
財
団
法
人
鎌
倉
風
致
保
存
会
を

設
け
、
将
来
に
保
存
す
べ
き
風
致
の
地
域
や
物
件
を
具
体
的
に
認
定
し
、
そ
の
認
定
し
た
も
の
を
保
有
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
維
持
管
理

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
会
は
、

五
年
ほ
ど
の
聞
に
約
三
、
0
0
0
万
円
を
集
め
、
宅
造
予
定
地

の
一
部
を
買
収
し
、
宅
造
計
画
を
阻
止
す
る
の
に
成
功
し
た
。
こ
の
運
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
四
一
年
に
古
都
保
存
法
が
制

定
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る

公益信託の動向と現代的課題（田中）

た
し
か
に
現
在
の
社
会
制
度
と
し
て
は
、
土
地
に
つ
い
て
個
人
の
私
有
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
地
主
自
身
が
自
然
保
護

を
心
掛
け
る
の
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
い

i
l
l

い
い
か
え
れ
ば
、
自
然
保
護
の
た
め
に
必
要
な
土
地
は
地
主
か
ら
買
い
取
っ
て

保
全
す
る
の
が
最
も
効
果
的
な
方
法
ー
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
仏
次
郎
氏
は
、
在
日
英
国
大
使
館
を
通
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ス
ト
の
詳
し
い
資
料
を
得
た
上
で
、
同
ト
ラ
ス
ト
の
手
法
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ひ
ろ
く
考
え
れ
ば
、
土
地
の
買
収
だ
け
が
唯
一
の
手
法
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
・

観
光
資
源
保
護
財
団
は
、
土
地
・
建
物
の
借
り
上
げ
や
管
理
受
託
な
ど
、
多
く
の
手
法
を
併
用
し
、
全
国
各
地
に
わ
た
っ
て
自
然
環
境

と
歴
史
的
遺
産
の
保
全
に
つ
と
め
て
お
り
、
通
称
「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

以
上
は
、
財
団
法
人
制
度
に
よ
っ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
が
、
公
益
信
託
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
既
に
昭
和
五
七
年
一
月
、
東
京
三
多
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摩
地
域
で
自
然
保
護
運
動
を
行
な
う
団
体
に
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
益
信
託
が
現
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
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ス
ト
に
な
ら
っ
て
公
募
資
金
に
よ
る
土
地
買
い
取
り
方
式
を
推
進
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
北
海
道
の
斜
里
町
に
よ
る
「
知
床
一
O

0
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
」
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
知
床
半
島
の
北
岸
に
あ
る
民
有
地
を
買
い
取
る
目
的
で
会
員
制
の
組
織
を

つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
八
、
0
0
0
円
単
位
の
募
金
を
し
て
、
昭
和
五
二
年
の
発
足
以
来
、
五
年

聞
に
、
お
よ
そ
一
万
四
、
0
0
0
人
の
会
員
か
ら
一
億
五
、

0
0
0
万
円
を
集
め
、
予
定
地
の
ほ
ぼ
二
分
の
一
の
買
収
を
終
え
る
と
い

う
成
果
を
あ
げ
た
。
斜
里
町
で
は
、
こ
れ
を
正
式
に
公
益
信
託
に
す
る
意
向
で
、
北
海
道
庁
の
諒
解
を
得
た
う
え
自
治
省
と
折
衝
中
の

由
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
自
然
保
護
運
動
の
模
範
と
さ
れ
る
英
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
ど
ん
な
組
織
な
の
で
あ
る
う
か
。

<4
)

次
に
、
そ
の
大
要
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

(2) 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

① 

沿
革
と
現
状

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
（
出
塁
。
s

－
早

g
s

は
、
英
国
の
伝
統
的
制
度
で
あ
る
公
益
信
託
の
一
応
用
と
し

一
番
は
じ
め
、
弁
護
士
の
ロ
バ
1

ト
・
ハ
ン
タ
ー
卿
（
図
。
宮
ユ
出gg
吋
）
・
社
会
事
業

家
の
オ
グ
タ
ピ
ア
・
ヒ
ル
女
史
（
o
a
g

古
田
口
）
・
牧
師
の
キ
ャ
ノ
ン
・
ロ
ー
ン
ズ
リ
1
8
8
8

同
担
当
g
u
Z
の
三
人
が
、
英
国
の
産
業

て
、
一
八
九
五
年
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

発
展
に
よ
る
社
会
的
繁
栄
の
反
面
、
自
然
環
境
の
荒
廃
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
を
嘆
い
て
、
土
地
の
買
い
取
り
に
よ
る
保
存
を
目
的
に
、

会
員
制
の
募
金
活
動
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
当
時
、
公
共
地
保
全
協
会

8
8
5
0
5
p
g

ヨ
塁
。
ロ

m
s
z
芯
の
顧
問
弁
護
士
を
つ
と
め

て
い
た
ハ
ン
タ
ー
卿
は
、
同
協
会
が
土
地
取
得
の
権
限
を
も
た
な
い
た
め
に
事
業
が
効
果
的
に
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
買
い

取
り
に
よ
る
保
存
を
思
い
つ
い
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
幸
い
に
多
く
の
向
調
者
を
得
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
の
で
、
そ
の
組
織
を



永
続
的
な
も
の
に
し
、
ま
た
資
金
管
理
や
資
産
保
有
の
権
限
と
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
受
託
者
と
し
て
法
人
を
設
立
す
る
こ
と

に
し
た
。
日
本
民
法
上
の
公
益
法
人
の
よ
う
な
制
度
が
な
い
た
め
、
会
社
法
〈
。
。E
3
巳
S

〉
O
仲
）

立
さ
れ
て
い
る
。
正
式
の
名
称
は
、
「Z
己
目
。g
H
4
2
忠
ゲ
吋

E
S
S

え
回
目
m
g
z
o
F
Z
S
巴

g

島
Z
己
目
。g

阿
国
g

巳
吋
」
で
あ
る
。

一
九
O
七
年
に
は
特
別
法
と
し
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
法
」
（
Z
P
S
S
W－
p
g
酔

に
よ
り
、
非
営
利
の
法
人
と
し
て
設

そ
の
後
、
国
の
政
策
上
の
支
持
も
あ
り
、

〉
o
C
が
制
定
さ
れ
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
一
定
目
的
の
財
産
管
理
と
い
う
信
託
の
要
素
を
も
っ
た

し
た
が
っ
て
法
律
上
、

特
殊
法
人
、
つ
ま
り
公
益
信
託
と
公
益
法
人
と
の
併
用
形
態
を
な
し
て
い
る
、
と
み
ら
れ
る
。

同
ト
ラ
ス
ト
の
目
的
は
、
自
然
の
保
存
お
よ
び
歴
史
的
価
値
の
あ
る
土
地
・
建
造
物
等
の
保
存
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
国
民
の
利
用

に
供
す
る
た
め
に
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
し
だ
い
に
保
存
対
象
や
範
囲
は
拡
大
さ
れ
、
今
日
で
は
、
維
持
・
保
存
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
資
産
と
し
て
は
、
伝
統
あ
る
城
館
・
庭
園
の
ほ
か
、
水
車
・
風
車
・
農
場
・
僧
院
・
遺
跡
・
山
林
・
湖
・
海
岸
等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
数
量
的
に
も
用
地
大
で
、
保
有
地
の
面
積
は
、
お
よ
そ
四
五
万
エ
ー
カ
ー
、
海
岸
線
は
四
O
O
マ
イ

公益信託の動向と現代的課題（田中）

ル
、
城
館
等
の
建
造
物
は
二
O
O
件
余
と
い
わ
れ
て
い
る
。
政
治
家
ジ
ス
レ
リ
I

の
家
と
か
、
文
学
者
カ
l

ラ
イ
ル
の
家
と
か
、
著
名

な
も
の
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
資
産
を
維
持
・
管
理
す
る
の
は
、
国
民
の
利
用
に
供
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
可
能
な
か
ぎ
り
鑑
賞
や
見
学
に
供
さ
れ
る

ほ
か
、
時
に
は
宴
会
そ
の
他
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

法
制
の
概
観

前
述
の
よ
う
に
、

一
九
O
七
年
に
特
別
の
根
拠
法
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
法
が
制
定
さ
れ
、
公
益

② 
信
託
と
し
て
の
法
的
保
障
が
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
資
産
所
有
の
た
め
の
法
人
格
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。
同
法
は
、
そ
の
後
数
回
の

改
正
を
経
て
お
り
、
と
り
わ
け
一
九
七
一
年
に
は
、
組
織
お
よ
び
会
計
の
あ
り
方
に
つ
い
て
全
面
的
な
改
正
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ

一
般
的
な
監
督
法
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
法
（
g
E

立
a
r
c

、

各
種
の
免
税
を
定
め
る
財
政
法
q
z
g
g

〉
与
）
な
ど
の
関
連
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ら
に
、



法
規
も
あ
り
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
法
制
と
し
て
は
、
そ
の
全
容
を
視
野
に
と
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
要
点
を
次
に
摘
録
す
れ
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手
ι
、

1
1
1
1

(a) 

譲
渡
不
能

保
有
資
産
に
つ
き
譲
渡
不
能
の
宣
言
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
売
却
・
担
保
供
与
・
執
行
な
ど

が
禁
止
さ
れ
る
。

(b) 

公
益
性

受
益
者
は
国
民
一
般
で
あ
り
、
会
員
は
利
益
の
配
分
を
受
け
な
い
。
法
人
が
土
地
の
遺
贈
を
受
け
る
こ
と
を
一
般

的
に
禁
止
す
る
「
死
手
法
」
（
冨
。
ユ
B

巴
ロ
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。

、
，
，
，
，

niv 

，
r
l

、

組
織

運
営
機
関
と
し
て
、
理
事
会
・
運
営
委
員
会
・
地
方
委
員
会
が
あ
る
。
会
員
制
で
あ
り
、
所
定
の
会
費
を
納
入
す
る
。

(d) 

投
資
権
限

保
存
用
資
産
と
は
別
に
、
投
資
目
的
で
土
地
・
建
物
・
有
価
証
券
を
取
得
で
き
る
（
合
計
上
、
別
途
処
理
さ
れ
る
）
。

(e) 

事
業

保
存
用
資
産
は
公
開
さ
れ
、
見
学
者
そ
の
他
の
利
用
者
か
ら
は
入
場
料
な
ど
を
徴
収
で
き
る
。
別
に
、
土
地
・
建
物

の
賃
貸
も
行
な
わ
れ
、
全
額
出
資
の
子
会
社
に
よ
っ
て
駐
車
場
・
飲
食
店
・
売
店
な
ど
も
経
営
で
き
る
。

(f) 

監
督

チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
合
町
立
守
口
。g
g

富
山
。
ロ
）
の
監
督
を
受
け
る
。

（1
）
木
原
啓
吉
『
歴
史
的
環
境
』
、
環
境
庁
自
然
保
護
局
（
編
）
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
へ
の
道
』
な
ど
に
各
種
の
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
．

（2
）
同
財
団
の
事
業
と
し
て
著
名
な
も
の
は
、
奈
良
の
旧
大
乗
院
の
整
備
、
茨
域
県
五
浦
海
岸
の
日
本
美
術
院
跡
の
修
復
な
ど
で
あ
る
。

（3
）
安
田
信
託
銀
行
の
受
託
に
よ
る
「
遠
藤
記
念
・
三
多
摩
自
然
環
境
保
全
基
金
」
（
一
、00
0
万
円
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

（4
）
田
中
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
」
信
託
一
三
四
号
（
掲
載
予
定
）
の
別
稿
に
や
や
詳
し
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
へ
の
導
入
の
問
題
に
つ
い

て
も
述
べ
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
．

今
後
の
展
望
と
問
題
点

以
上
に
略
述
し
た
よ
う
に
、
実
用
化
さ
れ
て
僅
か
六
年
の
経
過
な
が
ら
、
公
益
信
託
は
、
公
益
法
人
と
な
ら
ぶ
民
間
公
益
活
動
の
法



的
手
段
と
し
て
、
し
だ
い
に
社
会
的
認
識
を
受
け
、
ま
ず
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
公
益
法
人
制
度

と
く
ら
べ
れ
ば
、
民
法
実
施
以
来
八

O
余
年
の
歴
史
を
も
ち
、
既
に
二
万
件
近
く
も
設
立
さ
れ
て
い
る
財
団
法
人
や
社
団
法
人
の
実
績

に
は
遠
く
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、

一
、
0
0
0
万
円
程
度
の
基
金
で
設
定
で
き
、
運
営
経
費
も
節
減
で
き
る
と
い
う
筒

易
さ
の
メ
リ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
普
及
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
と
に
、
近
時
の
自
然
保
護
運
動
と
い
う
全
国
的

な
ニ
l
ズ
に
応
え
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
導
入
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
も
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
信
託
法
の
規
定
が
不
備
で
あ
る
う
え
に
、
日
本
に
は
特
別
な
信
託
の
伝
統
が
な
い
た
め
、
現
実
に
は
受
託
者
が
ほ
と
ん
ど

信
託
銀
行
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
不
合
理
な
事
情
が
あ
る
。
今
後
、
制
度
的
に
も
実
務
的
に
も
、い
ろ
い
ろ
と
困
難
な
問
題
が
生
ず

る
の
で
は
な
い
か
、
と
予
想
さ
れ
る
。
紙
数
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
以
下
に
は
、
そ
の
若
干
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
私
見
を
述
べ
て
お

き
た
い
と
思
う
。

第
一
に
、
受
託
者
と
な
る
者
が
ほ
と
ん
ど
信
託
銀
行
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ

公益信託の動向と現代的課題（田中）

で
は
あ
る
が
、
受
託
件
数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
信
託
銀
行
の
内
部
事
情
か
ら
、
公
益
信
託
事
務
の
処
理
に
不
都
合
が
生
ず
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
る
。

ま
ず
、
担
当
の
社
員
に
転
勤
に
よ
る
交
代
が
多
い
点
で
あ
る
。
社
員
が
三
年
程
度
で
次
々
と
転

勤
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
金
融
機
関
と
し
て
は
常
識
的
な
人
事
異
動
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
公
益
信
託
事
務
を
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
た
形

で
処
理
す
る
に
は
困
難
を
生
ず
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
最
も
件
数
の
多
い
基
金
一
、
0
0
0
万
円
程
度
の
公
益
信
託
に
つ
い
て
は
、
信
託
報
酬
が
僅
少

で
あ
り
、
受
託
者
に
熱
心
か
つ
忠
実
な
事
務
処
理
を
期
待
す
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
実
際
に
経
費
を
カ
バ
ー
す

る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
自
身
、
け
っ
し
て
実
務
に
明
る
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
実
際
問
題
と
し
て
、
信
託
報
酬
に
占
め
る

実
質
経
費
の
割
合
は
甚
だ
不
明
確
な
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
昭
和
五
二
年
春
、
公
益
信
託
の
実
用
化
は
か
な
り
拙
速
裡
に
促
進
さ
れ
た
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ら
し
い
事
情
も
あ
り
、
こ
の
辺
で
、
改
め
て
実
務
経
験
に
即
し
て
信
託
報
酬
を
考
え
な
お
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
札
孔
。
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第
二
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
信
託
事
務
の
一
部
を
他
の
機
関
に
委
託
し
た
と
き
の
扱
い
方
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
奨
学

金
目
的
の
公
益
信
託
に
お
い
て
奨
学
生
の
募
集
な
ど
を
府
県
や
市
の
教
育
委
員
会
に
委
託
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
事
務
の
性
質

や
量
か
ら
み
て
、
あ
ま
り
委
託
費
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
述
の
A
・

c

－

T

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
か
ら
、
助
成
金
を
交
付
す
る
の
に
相
応
し
い
ニ
I

ズ
を
見
出
す
と
い
う

最
も
重
要
な
作
業
は
、
現
に
一

O
O
万
円
の
経
費
つ
き
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
同
セ
ン
タ
ー
で
は
き
わ

め
て
良
心
的
に
作
業
を
す
す
め
た
た
め
大
幅
な
赤
字
を
生
じ
て
い
る
由
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
与
え
ら
れ
た
予
算
の
枠
内
で
適
当
に
ー
処
理
し
て
す
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
も
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
が
、
東
南

ア
ジ
ア
で
は
、
既
に
米
国
の
フ
ォ
ー
ド
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
な
ど
の
巨
大
財
団
が
莫
大
な
経
費
を
か
け
て
周
到
な
財
団
活
動
を
続
け
て

き
た
実
績
が
あ
る
こ
と
を
想
え
ば
、
A
・

c

－

T

が
国
際
的
に
十
分
な
信
頼
と
評
価
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
目
標
と
す
る
限

り
、
相
当
な
経
費
が
か
か
る
こ
と
は
よ
く
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
右
の
A
・

c

－

T

の
事
例
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
公
益
信
託
の
運
営
に
は
、
時
と
し
て
相
当
な
経
費
を
要
す
る
こ
と
が
あ

り
、
し
た
が
っ
て
経
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
慎
重
な
実
務
的
検
討
を
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
（
信
託
法
上
、
経
費
の
特
別
規
定
が
あ
る

こ
と
に
注
意
。
同
法
三
六
条
参
照
〉
。
例
え
ば
、
前
出
の
「
知
床
一00
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動
」
に
し
て
も
、
民
有
地
を
買
い
取
り
植
樹
を

す
る
と
い
う
事
業
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
造
林
地
の
管
理
・
補
植
、
会
員
と
の
連
絡
等
々
の
事
務
が
広
汎
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
町

費
に
よ
る
経
費
負
担
に
限
度
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
最
近
で
は
寄
付
金
の
二
割
程
度
を
土
地
買
収
以
外
の
諸
経
費
に
あ
て
る
こ
と

を
考
慮
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
前
述
の
事
務
の
一
部
委
託
に
関
連
す
る
提
案
で
あ
る
が
、
信
託
銀
行
の
受
託
し
た
公
益
信
託
の
事
務
に
つ
い
て
委
託
を
す



る
と
い
う
方
式
で
な
く
、
む
し
ろ
公
益
信
託
を
主
体
的
に
受
託
す
る
機
関
を
別
に
設
立
し
て
（
い
い
か
え
れ
ば
、
適
当
な
財
団
法
人
の
如
き

も
の
が
公
益
信
託
を
受
託
し
て
）
、
信
託
財
産
の
管
理
の
み
を
信
託
銀
行
に
委
託
す
る
と
い
う
方
式
を
考
案
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
や
は
り
信
託
銀
行
の
受
託
と
い
う
面
白
が
欲
し
い
の
な
ら
、
共
同
受
託
に
す
る
方
式
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

公
益
法
人
が
受
託
す
る
場
合
な
ら
ば
、
公
益
法
人
・
公
益
信
託
併
用
方
式
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
弾
力
的
配
慮

が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
A
・

c

－

T

が
寄
付
金
を
公
募
す
る
に
際
し
て
、
受
託
者
た
る
信
託
銀
行
が
法
的
主
体
で
あ
る
と
い
う
構
成
な
の
で
、
時
と

し
て
寄
付
者
に
違
和
感
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
信
託
の
構
成
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
嘆
く
よ
り
も
、

む
し
ろ
一
般
社
会
に
受
け
い
れ
ら
れ
易
い
構
成
を
試
み
る
と
い
う
の
も
、
考
慮
に
価
す
る
こ
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
五
に
、
地
方
自
治
体
（
地
方
行
政
庁
）
が
公
益
信
託
に
取
り
組
む
場
合
に
、
制
度
上
の
困
難
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
に
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
斜
里
町
が
全
国
的
な
募
金
に
よ
っ
て
知
床
の
自
然
保
護
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
町
当
局
で
は
、
こ
れ
を
町
自

公益信託の動向と現代的課題（田中）

身
が
受
託
す
る
公
益
信
託
の
形
に
し
た
い
と
の
意
向
を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
地
方
自
治
法
上
認
め
ら
れ
な
い
と
の
理
由
で
、
主
務

官
庁
（
自
治
省
）
か
ら
許
可
を
受
け
る
の
に
難
航
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

制
度
的
に
み
る
と
、
地
方
自
治
法
に
お
け
る
住
民
の
自
治
は
、
地
域
住
民
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
を
財
源
と
し
、
地
域
議
会
の
審
議
決

定
の
下
に
、
地
域
住
民
の
た
め
に
自
治
的
行
政
を
行
な
う
（
し
た
が
っ
て
、
町
の
行
政
財
産
に
信
託
的
義
務
づ
け
は
で
き
な
い
）
と
い
う
閉
ざ

さ
れ
た
形
の
も
の
で
あ
っ
て
、
ひ
ろ
く
全
国
的
な
募
金
を
財
源
と
し
て
全
国
民
の
た
め
の
聞
か
れ
た
行
政
を
予
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
こ
に
制
度
運
用
の
限
界
が
あ
る
と
い
う
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
全
国
民
的
な
自
然
保
護
は
当
然
に
地
域
住

民
の
利
益
に
も
な
る
は
ず
な
の
だ
か
ら
、
同
地
域
の
行
政
に
と
っ
て
特
に
妨
げ
と
な
ら
な
い
範
囲
と
い
う
条
件
つ
き
で
、
公
益
信
託
の

(2
) 

受
託
は
可
能
と
い
う
解
釈
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
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も
し
制
度
的
限
界
が
あ
る
以
上
ど
う
し
て
も
弾
力
的
な
解
釈
・
運
用
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
別
途
に
い
わ
ゆ
る
行
政
補
完
型
の
財

40 

団
法
人
を
設
立
し
、
公
益
信
託
の
受
託
者
と
し
た
上
で
、
町
当
局
と
協
力
す
る
と
い
う
方
式
を
検
討
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（1
）
信
託
業
界
の
一
部
に
は
、
公
益
信
託
の
受
託
の
際
に
、
基
金
の
額
の
下
限
を
、
三
、0
0
0
万
円
程
度
に
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
あ
る
ら
し
い
が
、
そ
の
よ
う
な

発
想
は
、
元
来
公
益
信
託
は
簡
易
に
で
き
る
と
の
発
足
当
初
の
理
念
に
背
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
表
向
き
は
主
務
官
庁
の
行
政
指
導
に
よ
る
と
の
形
に
し
よ
う

と
い
う
話
で
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
忘
れ
た
暴
論
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

（2
）
私
見
に
つ
い
て
は
、
「
公
益
信
託
と
地
方
自
治
」
公
益
法
人
一
O
巻
七
号
二
頁
以
下
、
「
公
益
信
託
の
現
状
と
課
題
」
ジ
ュ
り
ス
ト
七
七
一
号
四
九
頁
以
下
に
述
べ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
。

む

す

び

公
益
信
託
が
実
用
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
歴
史
は
き
わ
め
て
浅
い
。
英
米
の
公
益
信
託
が
数
百
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
想
え
ば
、
老
成
し
た
大
人
と
赤
ん
坊
の
違
い
に
相
当
す
る
。
今
後
わ
が
国
の
公
益
信
託
が
成
長
す
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
錯
誤
を
く
り
返
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
試
煉
を
く
ぐ
り
抜
け
な
け
れ
ば
、
十
分
な
社
会
的
定
着
は
期
待
で

き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

公
益
活
動
の
法
形
式
と
し
て
先
行
し
た
民
法
上
の
公
益
法
人
制
度
は
、

八
O
余
年
の
歴
史
を
経
て
、
よ
く
社
会
的
定
着
を
果
た
し
た

も
の
の
、
近
時
、
そ
の
制
度
の
運
用
に
多
く
の
社
会
的
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、

つ
い
に
昭
和
五
四
年
、
監
督
を
強
化
す
る
た
め
の
民
法
改

正
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
益
信
託
の
実
用
化
に
関
与
し
た
私
と
し
て
は
、
こ
の

制
度
の
発
展
と
併
せ
て
、
そ
の
合
理
的
・
効
果
的
な
運
用
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
未
熟
な
私
見
を
述
べ
た
の
も
、し、
わ

ば
老
婆
心
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
方
の
ご
諒
承
と
ご
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
昭
和
五
八
年
五
月
、
憲
法
記
念
日
に
〉


